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0.自己紹介
どういう人が、なんで講義をしてるのか



高須正和 3つの役割

深圳ほか世界各地のパートナーを開拓し、先進的な開発ツールを輸出入・共同開発、投資,企業間
提携などを行う。

事業：Maker Ecosystem Ltd/スイッチサイエンス 国際事業開発

研究/布教：早稲田ビジネススクール招聘研究員/非常勤講師
「深圳の産業集積とマスイノベーション」

ニコ技深圳コミュニティ Co-founder,開源社ほか、様々なコミュニティ
金沢大学博士後期課程

事業=仕組みになっていて利益を生むもの
事業開発=事業を作ること

研究や布教=講演や執筆などで少しはお金になるけど、
基本的には仕組みになりづらいもの
2008～11年間で39都市107回のメイカーイベント参加
ほか、浜野製作所のガレージスミダ研究所 主任研究員、
中国のiMakerBase,Heroad Fundの顧問など

コミュニティ=社会的な価値が生まれる前、
事業や研究でもできないところをやる
面白ければ仲間が増えるし、熱が冷めると終わる



高須のバックグラウンド

1997-2002
カシオ子会社の
広告代理店

2002-2007

ガリバーインターナ
ショナル

(現IDOM)

2007-2017末

チームラボ

2017末-
Maker Ecosystem 
Ltd(個人会社)/
スイッチサイエンス

エンジニアっぽい仕事と
いわゆるWebディレクター
(受諾側）
-専用線の引き込み
-サーバの構築
CGIの設置

インターネット関係の経営企画
（システム開発多め,発注側）
-Web広告システム開発
-Windows NT > Solarisのシステム
再構築とか、CDN

web中心のディ
レクターをやり
つつ、イベント屋
さんみたいな感
じになっていた

2014-
シンガポールへ

この頃からほぼ
ずっと移動して
いる

2008-メイカーフェア

2011-16 ニコニコ学会β

2014-ニコ技深圳コミュニティ

2016研究者(メイカームーブメント,深圳）

・1997-技術者 インターネット関係の何でも屋エンジニア
・2002-管理職 エンタープライズシステムの構築,EC,Web広告など

システム開発とネットマーケティング
・2007-企画職 よりクリエイティブな領域へ
・2017-事業開発 利益を生む仕組みを作る

2017-
拠点を深圳へ
やはり年100フライト
ぐらい移動している

2020-
コロナ後は深圳への
コミットが増え、投資
や深い提携などが増
えている

2018-事業開発



今の高須の仕事:現実世界とコンピュータをつなぐハードウェア

インターネット
クラウド
(情報)

物理的な社会、モノ、人間、工場

IoT,
カメラ、センサー

IoT,
ロボット

コンピュータの力が、現実社会を変えていく。
人間はコミュニティーやコードでそのエコシステムを作っていく



深圳で手掛けているプロジェクト
M5Stackシリーズ
ESP32シリーズを採用しているIoTプロトタイプツールキット
この分野のデファクトスタンダートになる勢いで普及中

myCobot, DirectDriveTechモーターなど
深圳Elephant Robotics社のmyCobotロボットアーム、
Feetech社, DirectDriveTech社などのアクチュエータ類など
Intelligentなアクチュエータ、センサー類の進化が激しい

SpinQ社デスクトップの量子コンピュータ
NMR(磁気共鳴）方式により、常温動作が可能なオールインワンの量
子コンピュータ。日本での販売価格は118万円
世界で一般販売している量子コンピュータは同社のシリーズのみ



活動全体のテーマ：
コンピュータ的じゃない産業はコンピュータに置き換わる
要因１：ほとんどの電化製品はコンピュータに置き換わる。
すでに置き換わったもの：カメラ/音楽プレイヤー/テレビ/ビデオ/電話機

要因２：ほとんどの産業は「コンピュータシステム」に置き換わる
すでに置き換わったもの：流通/広告/マーケティング/金融
深圳は「コンピュータを中心にしたいろいろな機器」を作り続けてきた
世界の他の場所にない、独自の製造業とエコシステムがある

デジタルが主になる社会に向けて、今日の話をします

Source:藤岡淳一
(ニコ技深圳コミュニティ)



設計を早くモノに変えて売らなければ、ムーアの法則に巻き込まれて、アイデアの
価値がなくなる

コンピュータとは?
「中央にCPUがあって、周りにInput/Outputがあり、他に記憶媒体などがある」

スマホ、デジカメ、ドローン、掃除ロボ、配膳ロボなど、
コンピュータサイエンス的には「同じもの」といえる

これまでコンピュータがくっついていなかったものにコンピュータ化することで
多くのイノベーションが生まれている

ムーアの法則=プラットフォーム全体が進化するので、
同じ製品で何十年も稼ぐのが難しい
（10年使えたアナログカメラと2年で買い替えるiPhone）

性能が上がったからできることで、（音声認識、常時接続）
新しいサービスや製品が（音楽ストリーミングや自動運転）



1.知財の共有=オープンソースはどう組み込みチッ
プを変えるか？中国のニセモノから産業の高度化ま
で

ケース：
オープンソースと半導体
カジュアルに設計される独自チップ

中国の半導体エコシステムを
「自分の目でちゃんと」見てみよう



工場（生産手段）へのアクセスが容
易だと、知財が単体で流通せず、必
ずハードウェアと一緒に流通する（電
子回路基板をOEMすると設計データ
等も一緒に流通）

さらに別業者が再設計するごとに改
善が加えられていく

公開(GongKai)オープンソースモデル

何のライセンスも定義されていないが、結果的にGithub上のForkに似た仕組
みでプロジェクトが改善していく様子を、MITのバニー・ファンは「公開
(GongKai) 」と定義した

GPL等のライセンス定義された正統なOSS=开源(KaiYuan)



深圳では、設計情報は広告として共有される
充電器、キックボードな
ど、テーマごとにわかれ
た広告リスト

ハードウェア設計会社が
広告を乗せている
設計データ（事例集）が
広告として使われている



深圳では、設計情報は広告として共有される

制御基板、コネク
タ、インジケータ
LCD,放熱板など、
製品ごとに個別の
部品を売る/最終製
品を売る企業にす
ぐアクセスできる



深圳では、設計情報は広告として共有される
キックボード本体、金属フレーム、
制御基板、インホイールモータなど、
サプライチェーン全体が開放されて
いる



日本と深圳の「製造業」という概念の違い

Source:[Guerilla Production Tactics] by ‘bunnie’ Huang

深圳では、川上・川下や系列という考えがなく、大企業でも下請けや、社員5人でも最終製品という企
業が多く存在する。
同じビデオ録画機を開発するのでも、「フルスタックな大企業」が1社系列ですべてを賄った時代から、
設計・ツール・量産・OS・開発ボードを別々のプレイヤーが担う時代へ。

ムーアの法則下では、個別の分野に特化して開発を高速化しないと、半導体の進化速度に置いて
行かれるため、「公開(GongKai)」形式が発展した



ニセAirpodsこと「华强北4代」イヤホンとは

67元(1300円)程度
（ホンモノは27,800円）

Airpodsの発売以後何度もバージョ
ンアップしてこれで4代目

淘宝や华强北の電気屋などで販
売中

「イヤホン」などの製品名で
Aliexpressやamazonなども



ホンモノそっくりの外観や外箱

DesIgned by in California の文字（ホンモノはDesigned by Apple in 
California) 



Airpods本物：片側21個のチップによる高機能イヤホン

テカナリエレポート544号によると、片側だけで21の半導体（マ
イクだけで3つ）を1チップにしたH1 System In Package Apple設計
-ジャイロ/加速度（別々に）
-接触

たくさんのチップを一つにまとめたH1チップ Apple Watchや
AirPods Proなど多くの製品で同じチップを使い回す



ニセモノを、自分のiPad(本物)と
つなげて検証



分解してみる:チップはわずか4つ(AirPodsは21個)

スピーカー

接触センサのかわり
銅板で静電気を感知
マイコンを使わない

イヤホンをケースに接続
させるマグネット

イヤホンをケースに接続
させるマグネット

バッテリ

充電接点

タッチ制御IC

クロックジェネレータ

タッチ検出ボタン

MEMSマイク

裏面：メインSoC



Engineering的な工夫 イヤホンのなかみは
左右でまったく同じPCB,
まったく同じBOM(部品）

唯一、2つセットの
充電端子部分を
入れ替えることで
左右の違いを出している。
（ファームウェアも別）

部品調達や製造をラクに
する工夫

ちゃんと、値段と性能を織り合わせる
設計ができている
「人件費が安いから安い」ではない！

２つセットの部品を、AB/BAで入れ替える



ニセモノ（600円のニセイヤホン）でも、ホンモ
ノと部分的に遜色ない効果を、ホンモノと全然別
のやりかたでできている

人件費が安いから安い ではなく、技術で安くし
ている

仲間と深センの力を借りて、もっと深く分析して
みる



マーキングの消されたメインチップ

山崎さん(解析仲間)がサイズとピンで
チップ候補特定 AD6973Dかも？



中国の方案公司がAD6973Dチップデータシート公開中
Comfidencialと書いてあるけど公開URLにおいてあるからこの会社が
Jieliから許可されたんだろうそうだろう

・ワンチップでBT5.1、マイク接続、AACデコードなどができる
・バッテリ制御、ボタン制御機能もある
・GPIOによる接触センサなどもワンチップで可能、部品点数
を減らせる
・製品にBT5.3とあったのはウソ？ > BT5.1だけど、Macや
iPhoneが5.1しか対応してないから関係ない
・空間オーディオないぞ > イコライザを適当に変えてそ
れっぽく見せてる

ブランドでごまかせる！



深センの解析屋の力を借りて、
マーキング消されたチップを開封しよう

タオバオにはチップ開封、FIP(チップ内断線の
修理）、ファームウェア抜き出しなどをやる専門
の解析屋が何軒もいる
（住所聞くと深圳华强北とか龙岗とか）

チャット機能で見積もりとって発注
300元（6000円）、失敗したらカネ
は返す

（日本だと数十万かかるし、
そもそも初見では頼めない）



300元を払って中3日、チップ写真が届く

ボンディングのパッド
やトランジスタが少な
すぎる

SiP（System in Package)
の小さいほうのチッ
プ？

「もうちょい調べてくれ、
これはメモリっぽいが、
MCUのはずだ」と依頼



←パーフェクトな研磨でSoCの中身を分析

届いた写真
SoCの上にフラッシュメモリ
ワイヤーボンディングも
想像できる
（これで成功報酬で6000円）



テカナリエレポート517号 JIELI PB08576とMCUは完全に一致
（フラッシュメモリは違う）これはドンキで2000円で売ってる



テカナリエレポート517号

32bitのRISC-V CPUに、メモリ、通信、オーディオ、DACなどが
ワンチップ化されたSoC(System on Chip)



テカナリエレポート517号

40nm(2010年頃からあるプロセス）、設計年度は書かれていな
いが、BT5.1は2019年度策定なので、それ以降の設計



テカナリエレポート517号では多くの100円ショップTWSイヤホン
（2000円程度）が分解され、今回はドンキのFUGU TWEに搭載され
ているJIELI BP08576と同じマイコンだが、フラッシュメモリは違うの
で、SoCとしては別物

これらのISAはオープンなRISC-Vが大多数
プロセスは40nm程度のもの



実際の分解には秋田先生ほか
#分解のススメコミュニティみなさまのお世話になりました



JieLi(珠海杰理科技)の深圳オフィス訪問
-社員400人（ほとんどがエンジニア）
-いくつかのリファレンスチップはあるが、

取引先ごとに要望を聞いてカスタムで作るのが本業
-イケア、YAMAHAなど海外取引も多い
-100円ショップBT系は、家電屋がODMしていて、

直接ではない
-デコーダなど

独自IPもある
-最近は

AIチップも
-大学での
Arduinoから
この世界へ



ニセAirpodsからわかること

-ドンキで2000円で売ってるTWSイヤホンとニセAirpodsは親
戚のようなもの

-中国の設計力と深センのエコシステムは「数万円のものを数
千円に」することができた（ムーアの法則を正しく作用させ
ている）

-設計屋（複数のTWSイヤホンにチップを作り分ける）
解析屋(6000円でDecapができる)
製造屋(中古品、横流し品のチップでも商売にしてしまう)
などの厚みから、この分野ではまだ先がありそう



2010年
ニセケータイ
(12USD)

台湾MediaTek
MT6250DA
ISA:ARM

2022年
ニセAirpods
(7USD）

珠海JieLi（杰里）
RISC-V ISA

コア部品を輸入するニセモノから、コア部品を内製化できるニセモ
ノへ

40nm(2010年頃のプロセス）部品を設計できる意味



40nmプロセス=2010年頃のLSI設計
Bluetooth=v4.0 , BLEが出たばかり。
2Mのデータ転送ができるBLE 5.0は2016年
BT Audio 2020年v5.0から,以後2021年v5.2,23年v5.3とBT Audioの進化

RISC-V発表=2016年
つまり、2010年にはあのJieliの「ワンチップでTWSイヤホンができる」チップは設
計できない（そもそも、世界初のTWSイヤホンは2014年 Earin社）

ワンチップでBTv5.1のオーディオ転送、音楽のデコード、バッテリ電源管理、それ
ぞれを制御するRISC-VCPUをあわせたチップは、2020年以降ぐらいでないと設計
できない

古いプロセス=高い歩留まり、低い仕掛費用、早いテープアウト

最新の設計+古いプロセスでも、価値あるチップが作れる。かつ毎年機能追加さ
れた新しいチップを作る意味がある



古いプロセスのチップが、今でも驚くほど多く新規設計されている

EUROPRACTICE
2023-2024レポート

EUROPRACTICE
2023-2024レポート

- 130-350nmが43%
- 40nm以上含める
と7割

（ちなみに金沢の金
箔は100nmぐらい）



ムーアの法則：
「(半導体製造技術が向上し、比例縮小で微細化することで)

18ヶ月ごとにマイコンの性能が倍になるか、値段が半分になる」

カッコ内はかなり限界に達しているが、性能向上・価格低下は続
いている。

More Then Moore技術=マルチコア化、メモリや通信チップなどの
統合など、微細化技術以外の性能向上技術

More Then Moore価格低下=古いプロセスの生産ラインが減価償
却する、歩留まりが向上することなどによる価格低下



テカナリエレポート517号似たような日本製チップとの比較
製造プロセスは似たような古さだが、
中国製は設計が新しいから、多機能で安い

チップのサイズ=
製造コストが3倍
違う

性能と、おそらく
省電力性でもJieli
が上



複雑なシステムをワンチップに

これまでソフトでやっていたことを
ハードウェアで

例えば….モータ制御



DJI Mavic 3 Pro (2023年）は、71個の半導体(デジタルアナログ
あわせて)を積んでいる

-カメラISP、ビジョンプロセッサ、システムプロセッサ、通信用
ベースバンドプロセッサの４つはDJI自社設計

フライト用モーター制御に中国SPINTROLL製チップが2基
カメラジンバル制御用に中国HDSC社製
カメラのオートフォーカス制御にも中国HDSC社製

こうした中国設計チップはどういうものか



中国SPINTROL社：
-会社は2014年にフェアチャイルドから独立
-アナログ・デジタル混載のモータコントローラSoC専門
-洗濯機,ドローンほか、すでに1000万以上出荷

テカナリエレポート702号+SPINTROL社サイトから

SPD1178とはどんなチッ
プか
プロセスは90nm
製造は2018-19(設計は
2018年頃）
アナログのPWMチップと、
Armマイコンを混載
8V~60VのDC/DCコン
バータあり

↓将来的にはモータ直
付け可能に



中国HDSC(华大半导体) ：国営企業
-国営で、半導体設計・製造の
材料から研究から
いろいろやってるデカい会社

-海外の有名なチップの互換品
開発が多い

-互換品でも設計が新しければ
意味がある（たとえば
より新しいプロセスを使って
値段を下げる、他の機能と
組み合わせるなど）

-中国は市場がデカいので、
値段が下がるメリットは大きいし
カスタマイズのニーズもある

HDSC社サイトから



テカナリエレポート430号

DJIは半導体設計会社でもある

-早期からフライトコントローラの
自社設計を行っていた
（電力最適化、高速レスポンス
コピー対策にもなる）

-ドローンに必須の無線通信/伝送
チップを自社化、高度なアナログ
設計技術
-画像処理部分はハイパワー/高効
率が必要で、なるべく先端のプロ
セスを使う
-IPを自社化(画像処理チップの
Ambarellaから買うなど)して知財の
範囲を増やす



モーター屋とマイコン屋とロボット屋が近いことの意味

サーボモーターに使われているマイコンGD32は180nmぐらい、
（有名マイコンSTM32の上位互換な事が多い）



ORBBEC: ステレオカメラ等のチップを独自開発し、深度カメラの中国シェア70%の
ORBBEC社 このステレオカメラはPuduに使われている



2.オープンなコミュニティによる
ハードウェア開発ツールづくり

ケース：
ググれば情報が出てくることの素晴らしさ



M5Stack（2018年日本発売開始）

・社長ジミー・ライは、もと中国南方電網のエンジニア
・しょっちゅうスマートメーターを開発している間に、
「多くのメーターに共通する機能を製品にしよう」と思
いついて起業

・社長室に専用の部品ボックスと作業台を起き、プロト
タイプを自分で作る。いつも身の回りには試作品が転
がっている

・Arduino IDEが利用可能で、IoT開発に必要なwifi/BTをあらかじめ備えたESP32シリーズの
CPUを採用した開発ボード。日本でもArduinoを置き換える勢いで普及が進んでいる
・画面、バッテリ、ボタン、Grove,GPIOなどを備え、安価(1500-5000円程度)
・毎週1つ以上の新ハードウェア/センサー類を発表し、拡張性が高い
オープンソースハードウェア(部品リスト,ピン番号などの
開発に必要な情報があらかじめ公開されているハードウェア)

買ってくれば使える。ソリューションを開発する上でM5Stack社の取引開始稟
議書、審査や許可が要らない。必要な情報はオンラインで公開されている



クローズアップ現代「ものづくりｘAI」特集 2021年10月20日放送

これらの開発ボードは
深圳M5Stack社（社員50名,日本発売開始2018年）の製品
弊社スイッチサイエンスは日本での販売責任代理店

ソリューションを販売しているのが日本の高専発startup



NTT研究所のIbuki 山口大の
密回避システム

NHK研の
触覚デバイス

全日本学生児童発明くふう
展で特許庁長官賞(11歳）

企業の研究所から小学生の発明まで、
2018年の発売開始からわずか5年で、
深圳M5Stackは多くの発明家に使われている



M5Stack成功の原因

■何よりも、安心して使えるオープンなハードウェアであること
-ソリューションを開発する上でM5Stack社の取引開始稟議書、審査や許可が要らない
-必要な情報はオンラインで公開されている

■現役エンジニアならではの優れた製品企画
-プロトタイプ開発を圧倒的に早くするオールインワン(バッテリ,LCD,ボタン,無線）

■深圳ならではの開発・製造力
-プロトタイプから工場のDXまで、様々な用途に対応するセンサー、周辺機器
-1000個単位のフレキシブルな自社製造ラインと、深圳で設計開発することによる
サプライチェーンが可能にする超高速な製品開発(毎週1つ以上新製品発売）

■それらが組み合わさった魅力的な製品と、ユーザーの支持やフィードバックが生んだ
コミュニティ

M5Stackユーザのコミュニティは、日本のユーザが中心になって作り上げた



1ロット1000個程度の製品をしょっちゅう変更しながら作る
ラインや工作機械の精度は雑だがフレキシブル

iPhoneの製造ラインのように「日本製部品を使って300ラインをまった
く同じ精度で作る」のとは別の製造方式

M5シリーズの製造ライン（自社スタッフ・自社ライン）
ほとんどの工程は人間,検査装置などでM5Stackシリーズが使われる
アジャイルな製造ライン
M5シリーズの良さは、モノの良さだけではない



M5シリーズのアイデア→PoC→DFM→生産は6週間といわれている
製造と設計を同時並行するようなアジャイルな製造をどう実現するか？

今稼働してる
「ネジ止めだけやります」的な
シンプルだけど安くて使いやすい
工作機械

自分たちでラインを立ち上げられる、
M5Stackの工業用シリーズ

Keep It Simple Stupid, but Collaborative and Connected.



プロトタイプを、簡単にすること、簡単とは
-すぐ使える
-情報が手に入る
-安い
-いつでも買える(欠品しない）
-なんでもある

ゴール
Jimmyにとっての便利を、みんなにとっての便利に



次のテーマ「バーチャルとフィジカルの連携」をアップグレード
M5Stackをコントローラにした安価なロボットアーム「myCobot」シリーズ
(深圳Elephant Robotics社)



バーチャルな空間とフィジカルな空間をロボットで連携させる
myCobotシリーズはROS(Robot Operating System)をサポート
これから日本のROSコミュニティにも貢献していく予定

さらにSLAM,AGVと組み合わせる



Minipupper,myCobotなどに搭載されているFeetechのサーボ
安価で高性能、スタートアップ向けカスタマイズ

3740円(税込)
フィードバック
ポテンショメータ有
40kg/cmトルク

24Vサーボ
左は85kg,右は120kgト
ルク



Minipupper,myCobotなどに搭載されているFeetechのサーボ
安価で高性能、スタートアップ向けカスタマイズ

深圳のサーボ企業 数百個単位からカスタムサーボ作ってくれる

ロット小(ソフトや付属品)
-MCU内のファーム変更
(速度とトルク、アラートなど
のバランス）
-色、ケーブル長さなどの変更

ロット中(金型変更を伴わない)
-サーボ内ギア変更
-軸の長さ変更

ロット大
-軸の場所やコネクタの変更



中国でサービスロボットやロボコンが盛り上がってるので

面白いパーツやソリューションが続々出てきてる

華南理工大学のロボット部「華南虎」

学部1-2年生が、こういうロボットを作って動かしている



Direct Drive Tech(东莞）安く、エンコーダーやモータドライバを
内蔵したダイレクトドライブモータ



myActuator(苏州）高精度の制御、カスタマイズ可能（スイッチ
サイエンス経由で開発元につなぎます）なモータ

B2Bでの採用が多い



Horizon Robotics/地平线(北京）Jetson Nano的なAIモータード
ライバボード 中国のロボコン等で使用実績が多い ROS対応

M5Stackと連携して製品開発中



Horizon Robotics/地平线(北京）Jetson Nano的なAIモータード
ライバボードはスイッチサイエンスで発売準備中

(SWEST26のときにはもう発売できてるかも）

RDK X3ボード NPU積ん出て5TFROPS出る、中華LiDARなどの
サンプルコード多し



深センの価値、日本（僕）との関係

■深セン＝開発ツール、開発のためのHackableなモーター、センサー等
「エンジニアのためのハードウェア」（量産のため、ではない）を続々生み出す土地。

■日本＝新しい開発ツールでは世界最大の市場(M5の日本シェアは35%が日本）
米中が「有名にならないと買わない」のに対して、日本は積極的にいろんなハードウェアを
試すエンジニアが、BでもCでも世界一多い

■エンジニアフレンドリーなハードウェアを、手軽に買える状態
-国内総代理=法規制クリアした製品しか輸入しない（短期売り抜けをやらない）
-積極的に代理店開拓、アルファユーザの声をメーカーに届ける
-深いパートナーシップ（少額投資,OEMでの協力とか）

■日本を、日本市場を、よりエンジニアフレンドリーに

そんなに大儲けではないが、成長できるモデル



3.オープンな組み込み技術のメリット

ケース：
ビジネスとして拡大していく可能性



何をオープンにしてるのか

DJIのロボコンROBOMASTER見に行ったことを
SNS公開すると
モーターの取引先から
「あの大学はウチだ」という連絡が次々と

ほかにも取引先訪問、工場見学、新規提携交渉な
どをなるべくSNS公開している

僕の取引先がどこか、何を取り扱っているか、他
の取引先もだいたい知っている



中国でオープン戦略を取ることの意味

■「コイツラにNDA守らせる」ことを気にしなくてすむ
-中国の販売価格(たとえば3USD)をサイトで公開し、5USDで日本で売っても買う人はいる
-価格でも公開できるんだから大抵の情報は公開できる
-別に生産性が落ちない

■(取引先が)そもそもあまり秘密保持に関心がない
-今まで稼いだ金より、今後稼げる金のほうが大事
-情報を出すことで今の仕事が回るならOK
-「情報公開日」みたいな概念がそもそもないビジネスマンが大多数

■コミュニティが広がっていく
-むしろ取引先が「あのロボコンチームのモーターウチだぞ」みたいなのを
教え合うコミュニティに乗っかったほうが取引先が増える
-秘匿すべき情報と公開する情報を自分で考えるようになる

未来には、こういう産業のほうが残るのでは？





3.オープンな組み込み技術は何を可能にするか？

DIYの向こう側に広がる、「メイカーズのエコシステム」



だれでも自由にチップが設計できる=RISC-Vの意味

アリババ系列のRISC-Vチップ設計会社T-Head(平头哥）
シェアサイクル用の安いもの、サーバー用高速チップなど、様々なチップを開発
累計で数億個のチップを出荷済み

ライセンスに基づいた、ちゃんとしたオープンソース（中国語では开源KaiYuan）



中国は官民連携でオープンソースへの取り組みを強化している
2021年発表の5カ年計画にオープンソースソフトウェア・ハードウェア
の記載がある

第14次五か年計画15章
「デジタル経済で新しい優位性をつくろう」

完善开源知识产权和法律体系，鼓
励企业开放软件源代码、硬件设计
和应用服务
オープンソースの知財管理を完全な
ものにし、
企業がソフトウェアのソースコード、
ハードウェアの設計をオープンにす
ることを奨励する



Open Atom Foundation 2020年に中国政府工信部が設立
Linux FoundationやApache Software Foundationなどと同様の機能+政府の研究を進め
る米DARPAや産総研のような機能
-ちゃんとしたオープンソースを褒める（ニセモノをとりしまる）
-プロジェクトの進め方、ドキュメントの品質などを指導、インキュベート
-法律家を雇ってライセンスを整備し、普及させる（裁判所がGPLやApacheなどのライセ
ンスをちゃんと使えるように
-公的機関や学校でOSSの活用を促進する
-中国の課題をオープンソースの手法で解決する。すでに多くのソフトが集まっている



官：中国の法廷でもオープンソース関連の紛争解決が増えている

(中国に多い)ソースコード盗用で訴えられた被告が苦し紛れにGPL
を主張し、裁判官がソースを追いかけて「これは静的リンクになって
いて、別プログラムと認められ
る」的な解釈をするもの

中国の法曹会で勉強会や
ドキュメントのシェアも
行われている模様



民間：開源社(KaiYuanShe China Open Source Alliance)
中国最大のオープンソースアライアンス

中国オープンソース年度報告
中国語と日本語で発行中

米Apache software Foundationと共催
中国オープンソース大会COSCON`20(China 
Open Source CONference 2020)and 
Apache Roadshow 

-1億5700万ビュー(オンライン）
- 542 職種1,173 組織



民間：開源社の正式メンバーは現在200名程度
アリババ、テンセント、Huawei等の大テック企業、政府関係、大学
関係者などによる互選 高須は現在唯一の国際(外国人)メンバー

高須正和氏は、中国のオープンソースコミュニティに深く関
わる国際的な友人であり、开源社の最初の、そして現在で
も唯一の外国人正会員となっています。

毎年開催される「オープンソース・ハードウェア・フォーラム
COSCON」に参加して以来、オープンソース協会が発行する
「中国オープンソース年度報告」の日本語版を翻訳するな
ど、オープンソースコミュニティの普及に積極的に取り組ん
でいます。

様々な国際的なオープンソースイベントで、开源社をア
ピール。また、オープンソースのコミュニティグループや毎
年開催されるオープンソースカンファレンスでは、積極的に
中国語を学び、中国語でコミュニケーションをとっています。
开源社の国際協力大使とも言えるでしょう。



中国の外側で、こうした

「最先端でなく、気軽にチップ設
計」の動きは？



Googleのオープン半導体
90nmは2002-3年
頃の最新
Pentium 4, 
Pentium M ぐらい

ESP32-S3 や
Raspberry Pi 3の
SoCは40nm



Make:LSI / Ishi会



深圳のJLCPCBは、
1.基板CADソフト
2.ハードウェア部品商社
3.とPCBA実装サービス
を世界に向けて展開。
X86コンピュータマザーボード
（DDR4）をDIYした猛者も

つまり、Raspberry Pi 3ぐらい
なら完全に自分だけで設計
製造できる時代が見えている

DIYでパソコンがゼロから設計できる



「組み込みICが作れる」という意味

インターネット
クラウド
(情報)

物理的な社会、モノ、人間、工場

IoT,
カメラ、センサー

IoT,
ロボット

コンピュータの力が、現実社会を変えていく。
人間はコミュニティーやコードでそのエコシステムを作っていく



活動全体のテーマ：
コンピュータ的じゃない産業はコンピュータに置き換わる
要因１：ほとんどの電化製品はコンピュータに置き換わる。
すでに置き換わったもの：カメラ/音楽プレイヤー/テレビ/ビデオ/電話機

要因２：ほとんどの産業は「コンピュータシステム」に置き換わる
すでに置き換わったもの：流通/広告/マーケティング/金融
深圳は「コンピュータを中心にしたいろいろな機器」を作り続けてきた
世界の他の場所にない、独自の製造業とエコシステムがある

デジタルが主になる社会に向けて、今日の話をしました

Source:藤岡淳一
(ニコ技深圳コミュニティ)



どうもありがとうございました。
今日話したことの詳細はこちら
「プロトタイプシティ」
「メイカーズのエコシステム」
「ハードウェアのシリコンバレー深圳に学ぶ」
「ハードウェアハッカー」にて。

連絡先：
高須正和 takasumasakazu@gmail.com
Twitter: @tks
Facebook: https://fb.me/takasuinfo
WeChat:takasumasakazu


